
 
 

 

 

あいさつ 
 

２０２０年４月１日 

NPO あさひ理事長 矢板 力 

 

例年ですと、ここ北杜市でもあちこちの桜が見頃になってくる季節となってきましたが、今年は新型コロナ

の感染拡大での自粛・警戒の中、お花見も出来ませんが、皆さんにはいかがお過ごしでしょうか。 

山梨では感染者の報告は 5 人と少なく感染拡大までにはなっていませんが、全世界的な広がりを見るにつ

け、一日も早い収束を願わずにはおりません。なお、この時期に開催をしていました「交流会は」は、今回は

中止とさせていただきます。新型コロナが落ち着いてからあらためて企画したいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

この時期、年度代わりでもあり現在、NPO あさひでも２０１９年度の活動実態を把握するため決算を詰めて

いるところです。確定したところで理事会と総会を開催しながら、皆さんにもお知らせしていきたいと考えて

います。 

この３月をもちまして進藤香苗さん（経理全般担当）、武藤智子さん（テレサホーム、サービス管理責任

者）、熊野御堂瑞子さん（ぶーこっこ支援員）、５月に中山正博さん（テレサホーム管理者）の４名の方が退職

をされることになりました。退職をされた皆さんには、NPO あさひの利用者の日々の生活と健康を支えていた

だき、大変お世話になりありがとうございました。皆様の今後のご健康とご活躍を心より祈っております。 

３月２９日に田辺征子さんが急逝されました。３０日に利用者・職員・スタッフ一同で供養に伺いました。

ひと月前に面談した際には、「４月からも自分で出来る事であさひのみんなと関わって行きたい」と話されてい

ました。昨日の事のように思い返しています。今日までお世話になり、本当にありがとうございました。今後

も田辺さんの気持ちに応えられるよう頑張っていきたいと思います。心よりお悔やみ申し上げます。 

私事で恐縮ではありますが、２月に「百名山と私」と題しての本を作りました。２０１７年に百名山登頂を

はたし３年がかりで出版にこぎ着け、子ども・兄弟・友人・知人に送ったところ思ってもいなかった反応が返

ってきて、自分でもびっくりしているところで、苦労した甲斐があったと思っています。 

４月から NPO あさひも１０年目（１１月２日）を迎えます。利用者さんが健康で安心して生活が続けられる

よう職員・スタッフ一同で協力していきたいと思っていますので皆さんにはよろしくお願いいたします。 
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 あさひだより 



 
 

 
新年度を迎えて 

 

ＮＰO あさひ理事 島武代 

 

  新型コロナウイルスの蔓延で緊迫感は、あさひでも例外ではありません 

 新年度を迎へ引継等ある中で、コロナ対策に利用者・職員が必至で取り組んでいます 

  多機能型事業所を設立し丸 2 年たち、利用者は 11 名から 15 名になりました 

 あさひ福祉作業所（個人経営）設立昭和 52 年 12 月から 43 年 

 ＮＰO あさひ生活協同支援事業所平成 23 年 2 月設立から 9 年 

 ＮＰO あさひ多機能型事業所Ｂ型・生活介護平成 30 年 5 月設立から 2 年 

 このように変遷してきましたが、大変な日々の連続でした。それでも多くの方々に支えられ乗り越えられてき

ましたことに心より感謝とお礼を申し上げます 

 この節、心に強くひびき、胸にストンと納得した新聞記事を載せさせていただきます 

相模原事件（津久井やまゆり園）では、植松被告に死刑が確定しましたがこの記事は判決を前に書かれたもので

す。 

相模原事件 判決を前に 

厳罰に処せば解決なのか 

   犠牲の女性を知る 岩坂 正人さん 

 

現在は精神障害者を支援するＮＰＯ法人理事の岩坂さん。1975 年、初めて横浜市の児童福祉施設に勤務し、知的

障害のある 13歳の少女を担当しました。後にやまゆり園に移り、55歳で事件の犠牲になった女性です 

 「言葉を身に着ける前の段階で ”つまずき” のある人でした。言葉はないけれど歌が好きで、『オナカの大

きな王子さま』という歌を体をゆっくり揺らしながら聴いていました」 

 散歩に出たい時は施設の玄関脇に立って、職員に意思を伝えていたといいます。施設に置いていた岩坂さんの

ギターを、手に持って立っていたことも。「私と散歩に行きたい、ということだったんでしょうね」 

 自己否定の感情 

 休日のたびに、一緒に花壇づくりの手伝いをしていました。ある雨の休日、自宅にいた岩坂さんに施設から電

話がありました。「その子が長靴をはいて待っているよって。駆けつけました。そうか、ありがとうね。俺もあて

にされてんだね、と思えました」 

植松被告は裁判で、言葉で意思疎通ができない障害者の殺害を正当化する発言を続けました。「言葉はなくとも

意思疎通はできます。好きな歌もあった。意思疎通や共感性に ”つまずき” があったのは、植松被告の方で

はないか。自己肯定感のなさや自己否定の感情を、障害者に向けてしまったようにおもえます」 

その少女が、疲れた様子の男性職員の脇に毛布を持ってきて座ったことがあったと、岩坂さんは振り返ります 

「他者への共感は人間を人間たらしめる、本源的な部分だと思います。障害のある人も、人間の本性にかかわる

ものをつくり出す存在だという意味で、障害のない人と変わらない。『生産性のない人』ではありません」 

  ただ障害者にかかわる職員も、不十分な財政措置のため恒常的な人手不足の中で勤務します。疲弊し追い込

まれると心の余裕を失う、と岩崎さんは経験から語ります 



 
 

 私たちの心にも 

「施設の外の人から『障害者に税金を使う意味があるのか』と言われた時、反論できない自分がいた。『内なる植

松被告』は、私たちの心にもいた」 

 克服するために、職員同士が愚痴をこぼし、共感し、互いに学びながら集団的に利用者に向き合う関係が不可

欠だったといいます。 

 「やまゆり園で勤務した植松被告は、そういう関係を持てなかったのでは」 

社会の深い所に、経済的生産性で人の価値を測る「優生思想」が沈殿していると感じています。 

 「かっての都知事が『障害者に人格があるのか』と言った。社会的、文化的につくられたそういう思想を、誘

発し噴出させる社会状況だと思う。それが植松被告の背を押したように思います」 

 「全世代社会保障改革」をめぐる政府の会議で、ロボット技術などによる介護現場の効率化の提言が出たこと

に「あ然とした」といいます。 

 「まさに効率性、生産性。工場の発想です。身体介護が中心であっても、心のケアも重要なのに、抜け落ちて

います。私たちはまだ効率性至上主義を克服できていない。植松被告を厳罰に処せば解決することではないと思

います」 

 

 

 

 

 

賛助会員募集中 
☆賛助会員会費☆（令和元年 10/10～令和 2 年 3/31） 

深町洋 尾崎よね子 清里自動車 南久弥子 清水三千夫 清水波子 内藤武 奥野明 森尾正照  

挽野恵弘 岡本隆光 鈴木隆 鈴木美智子 水谷幸子 雨宮志門 雨宮直美 端山信枝 小林登 佐藤英道 

佐藤美代 東條茂 向山三樹 向山裕子 永井和恵 保田昌男 保田雅子 小松とも代 梶田みどり  

千葉信男 浅川秀治 谷誠一 島勝美  高橋淳一 高橋真理 小林正子 内藤亨江 中田文雄 原藤憲子 

浜田香代子 大河内敬言 小池ゆり 望月恵 下條順子 昆善起 昆百合子  

 

☆寄付金☆ （令和元年 10/10～令和 2 年 3/31） 

塩沢潤 清里自動車 南久弥子 岡本隆光 保田昌男 保田雅子 岩永幸子 大内満男 アサカ自動車 

松本里美 日本基督教団深川教会 （故）荒井章 宮本悦子 小林久子 加藤輝勢子 連合山梨 宮本進 

南久弥子 雲柱社賀川記念館 

 

☆多機能型事業所“ぶーこっこ”支援寄付金☆（令和元年 10/10～令和 2 年 3/31） 
麻川善行 浅川秀治 谷誠一 島勝美 原藤憲子 小林宏明 

before→ after 

ひろばの桜が咲き始めました ᨸᨹᨺᨻᨼ 八ヶ岳を望むわに塚の桜 ᨸᨹᨺᨻᨼ 



 
 

 
編集後記 

中山正博 

 あさひ便りも No.32 になり、この号で私にとっての編集の最後になりました。この事業所に着任してから丁

度 9 年間、このあさひ便りと共に利用者の皆様や職員の皆様と多くの経験をさせて頂きました。この 5 月 20 日

をもって退職することになりましたが、今後は父（母）の介護をベースとしながら新しい歩みを始めたいと思っ

ています、ここでお世話になった 9 年間本当にありがとうござ

いました。 

NPO あさひもこの 11 月で 10 年の節目を迎えます。指定障

害福祉サービスの開始からは来年の 2 月で 10 年です。今年度

は 10 周年を迎える記念の年、新たに体制が一新されスタート

を切ったばかりの“あさひ”ですが、今後とも皆様と共に成長

していければと存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★あさひお花見交流会中止のお知らせ★ 

  日  時 令和 2 年 4 月 11 日（土）午前１０時～午後２時 
会  場 あさひテレサホーム 山梨県北杜市高根町村山北割 86-6 

 
新型コロナウイルス感染症の影響で、今年の春の交流会は誠に残念ながら中止とさせてい

ただきます。ただ自然界は何もないかのように春の芽吹きと共に命を輝かせています。世界

中で多くの方々が辛い思いをされていますことに心を寄せながらも、あさひでは希望をもっ

て前進してまいりますので今後ともよろしくお願いいたします。改めて世界中でお亡くなり

になった方々や、今も様々な形で苦しんでおられる方々にお見舞い申し上げます。 

 

特定非営利活動法人あさひ 

〒408-0002 山梨県北杜市高根町村山北割 86-6  https://www.asahi-teresa.com 
TEL 0551-47-3950  FAX 0551-30-4044   asahi-fukushi@cd.wakwak.com 

賛助会費（５０００円）＆寄付金等 ： 特定非営利活動法人あさひ 

★郵便局振込★ 00220-1- 98254    ★他銀行振込★ 当座 ０二九 0098254 

編集者：中 山 正 博  
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